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はじめに

乙のようなレクリエーション学会の機会にお招きい

ただき，話をする機会をあたえられました乙とは，私

の最大のよろこびであります。本日は，アメリカにお

ける組織キャンプの最近の動向という題でお話をす

るのですが，特iζ，最近20年の動向という乙とに焦点

をあてろ話をす〉めてゆくことにします。

御承知のように，アメリカにおける組織キャンプの

はじまりは， 1861年に，ある学校の校長先生が，学校

の子どもたちをつれて野外の露営生活にいったのがは

じまりであります。アメリカの歴史に詳しい方は，こ

の1861年というのは，丁度，南北戦争の時代であり，

乙れは，アメリカ合衆国のみならず，世界の人類にと

っても不幸なでき事ですが，キャンプないし， レクリ

エーション運動が南北戦争の時期に出発したという乙

とは逆白すべきことと思います。

I キャンプの大規模化

さて，それから約 100年後の1960年から1980年に至

る20年聞にどんなことがおきているかと申しますと，

1960年代には全米で約 1万8干のキャンプに約 500万

人の子どもたちが参加したが， 1980年では約 1万のキ

ャンプに 750万の少年たちが参加しました。キャンフ。

場の数は約 8千減少したのですが，参加した青少年の

数は 250万も増加している O 乙のように，キャンプ場

が減少してきたという乙とは，キャンプの経営・管理
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l乙要する経費が年々増加し，もはや，小規模なキャン

プは，経営しにく〉なってきた結果が，このような事

態を産んだのである。特IL:，カウンセラー，なかんづ

く，水泳，弓，乗馬，ライフルなどの特別の活動の指

導のできるカウンセラーの手当の増加，その他諸経費

の増加は，小規模なキャンプの経営を困難にし，廃止

に追いこまれた。私が，はじめて紘織キャンプをはじ

めた当時は，キャンパーの数は30人， 50八， 60人位が

もっとも普通のキャンプであった。このような少人数

のキャンプの場合には，キャンパーにたいするカウン

セラーの割合も適切であり，したがってカウンセラー

とキャンパー，キャンパー相互の聞のコミュニケーシ

ョンも容易であり，社会性の形成にも有効であった。

しかし，今日のアメリカでは，キャンパー 100人以下

のキャンプは，大変めずらしくなっている。多くの組

織キャンプには，同時に， 800人-1，000人位のキャ

ンパーを集めているのは珍しいことではない。乙のよ

うにキャンパーの多いという乙とは，キャンプに要す

る諸経費，特に，キャンフ。生活費用の高騰を吸収する

ことができるのである O また， 100人のキャンプでも

800人のキャンプでも看護婦さんには同じ給料を払う

とすれば，当然， 800人のキャンプの方が I人当りの

負担料は少なくてすむわけである。

また，キャンプ場の土地の確保という点がらも，あ

る程度のキャンパーの確保が必要となってくる。もち

ろん，全米キャンプ協会の基準があって，キャンパー

l人当り 1エーカーという乙とがいわれているが
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人当り 2-3エーカーの割合で広い土地を確保してい

るキャンプもあり，乙のような広さの土地を持つキャ

ンフ。場は，単P=，キャンパーのためばかりでなく，自

然資源，野生生物の保護という観点から万エーカ

ーから 1万 5千エーカーの広い土地を確保しているキ

ャンプもある。アメリカでの最大のキャンプ場は，ボ

ーイ・スカウトの持つアリゾナ州とニューメキシコ州

の州境にまたがるフェアモニト・キャンプ場であり，

広さは14万 5千エーカーで，その広大さには私も大き

な感銘を受けた。乙のキャンプでは 1週聞に約 l万人

のスカウトたちを受け入れ，スタッフも 700人に及ん

でいる O しかし，乙のような大規模なキャンプは，私

には納得できない。というのは，キャンプの野営長は，

その90%のキャンパーには会うこともできないであろ

うし，さらに，全く顔も合す乙ともないスタッフもで

てくるからである。乙のようなキャンプになると，せ

っかく，知識経験豊かな野営長カまいても，彼の識見は，

中間組織を通じなければキャンパーにはたらきかけるこ

とはできないのであり，キャンブの効果という点から

も大きな疑問を持たざるを得ない。

E 特別な活動を強調するキャンプの増加

最近における次の特徴というのは， 1940年， 50年代

では人気のあった，一般的なレクリエーションを目的

とするキャンプの減少という点である。 1乃至 2の活

動に重点をおき，それに，若干の附属的活動を含めた

キャンプに人気が移っている。例えば，乗馬キャンプ，

音楽キャンプ，スポーツキャンプといったものであり，

キャンプの募集案内広告などにも，乙のような中心的

活動に焦点をあてて，少年たちの興味をひきつけよう

とする傾向があらわれている。

なかでも，短期間のスポーツ‘活動を中心とするキャ

ンフ。の増加はめざましいものがある。乙れは，スポー

ツ・キャンプというよりは，自然環境の中で行なわれ

るスポーツ教室，スポーツ学校といった方がふさわし

いと考えられるのであるが，乙れらスポーツ・キャン

プの指導者たちは，必ずしも，アメリカにおける組織

キャンプ運動やその指導者たちと交流があるわけでは

ない。しかし，乙のスポーツ・キャンプは，今日のア

メリカでは一つの大きなビジネスとなりつ，つある O こ

のようなスポーツ・キャンプは，僅か5日間で，週125

ドルから 150ドルの参加費をはらうのである。これらのキ

ャンプは， レスリング，バスケットボーノレ，野球，サ

ッカーなど l種目中心のキャンプで日 6時間の練

習をし時間の水泳の時聞があり，夕食後は，それ

ぞれの種目の技術についての講義や映画の上映があり，

技術や作戦の向上に徹している。有名な職業選手の名

前が使われることもあり，指導者も大学のスポーツの

コーチであったり，特iと，オリンピックで活躍した選

手があたる乙ともあるが，多くは，大学の運動競技の

選手がカウンセラーとなり，スポーツ技術の向上とい

う乙とに強調点、がおかれている。これらのキャンプは，

200人-300人の少年たちを集めて 1週間のトレーニ

ングをするわけであるが，乙の 1週間単位のキャンフ。

を例えば 1夏， 10週間開催するわけであるが仮K， 1 

期 200人週150ドル百十算すれば， 10週間では30万

ドルを得ることができるわけであり，諸経費を支払った

としても，このキャンプの野営長は1夏で軽く 10万ドル

(1i'Jレ215円として 2150万円)をかせぐ乙とができるので

ある。乙のように大きな利益をあげる乙とができると

いう乙とは大学のコーチや教師たちにとっては，実11:

割りのよいパート・タイムの仕事ということができる。

御承知のように，今日のアメリカでは女子のスポー

ツの普及が誠に目ざましいものがあり，上述のような

スポーツ・キャンプは女子の聞にも人気を博しつつあ

る。例えば，私の娘は高校でホッケーをしているが，

l年目は13戦無勝であった。そ乙で，高校のホッケー

のコーチは，ティーム全員に夏のホッケー・キャンプ

の参加をす、め，私の娘もそれに参加したが 2年目

は，その効果があらわれ8勝 7敗となった。翌年夏も

同じようなキャンプに参加し，第 3年目は10勝 3敗と

いう好成積をあげる乙とができた。

ある両親は，乙のような夏のスポーツ・キャンプiζ

3週間， 4週間と自分の子女を参加させていることも

ある。乙れは，御承知のようにあるアメリカの大学で

はスポーツ選手iζ将学金を出していると乙ろがあり，

その思慮にあずかることができるという理由で，スポ

ーツ・キャンプに参加させるというような事例までおこ

っている O すなわち，夏のスポーツ・キャンプに 3-

4週間参加させて500ドルを負担したとしても，スポー

ツ奨学金を得る乙とによって大学の授業料 6，000-

10，000ド、ルを得る乙とができれは、，十分，その支質をカ

ノてーできるのである。

乙のように，名称はスポーツ・キャンプといってい

るが，私は，スポーツ教室といった方が適当だと思う

が，年々盛んになっているのは事実であり，一面では，

アメリカの組織キャンプの指導者たちに一つの刺激を

与えているという乙とができるのである。しかしなが



ら，乙れらスポーツ・キャンプが政府の定めている基

準や，全米キャンフ。協会の基準にあっているか否かに

ついては疑問なきを得ない O

E キャンプ参加者の低年令化

次の一つの特色は，キャンプに参加する青少年たち

の年令低下傾向という点である。かつては，キャンプ

参加者の年令は17才以下であったが，今日ではそれが

低下して， 14.5才以下が一般的となっている。 ζの理

由としては，今日のアメリカのティーン・エジャーた

ちはー殻的l乙レクリエーション活動の技術興味を失い

つつあり，若い時に参加しでも，その興味の持続には

それほど、関J心を示さなくなってきている。すなわち，

16才頃ではキャンフOIC参加したがらないのであり，ア

メリカでは，カウンセラーになり得るのは18才以上で

あり，したがって， 16. 17才の少年・少女たちはキャ

ンプに参加しにく、なっているという現象がおきてい

る。

もちろん，乙のような16，7才の青少年たちの興味，

特に知的関心を満すためにという乙とで，青少年のた

めの自然保護キャンプ (YouthConservation Camp)と

いうような事業に，連邦政府が補助金を出しており，

これらに参加する青少年もあるが，十分その需要を満

し得るわけではなL、。乙のY.C. C.は州立公園や州有

林の中での自然保護事業ということに強調点をおくキ

ャンプではあるが，週当り10時間程度は，レクリエー

ション活動にあてられている O

IV キャンプに関する~111I法制度の動き

次の最近の傾向は，政府が，組織キャンプのための

法律を制定する乙とに関心をもちはじめているという

点である。組織キャンプのある指導者たちは，乙のよ

うな州政府の規則の制定という乙とに反対の立場をと

っている。しかし，私は，かつて，ミシガン州の政

府にいて，キャンフ。の安全，健康，快適な生活という

観点にたって，その施設，プログラム等について規則

をつくる乙とは必要であると考えていた。州政府がキ

ャンブの規則をつくるべきか否かについては，賛否両

論があるが，問題は，民主的な手順でもって，どのよ

うな内容の規則がつくられるかという乙とではあるま

いか。民主主義的社会は，すべての市民のよりよい生

活を守るために規則を制定するのであり，よりよいキ

ャンプのための規則の制定は必要な乙とである。今日，

アメリカでは27州がキャンプのプログラムに関しての

- 67-

何等かの規則を制定している。例えば，多くの州では，

毎年，州の保健衛生担当官が州内のキャンプ場を考察

している。そして，キャンプのスタッフが定められて

いる基準，カウンセラーは18才以上であるが，キャン

ノfーとカウンセラーの比率は10対 I以下であるが，水

泳指導者は，アメリカ赤十字の指導者資格をもった人

があたっているかなどもチェックされる。また，特iζ

水泳のほか，乗馬，射撃，弓など危険を伴うキャンプ

活動の指導者はきちんとした指導者資格を持っている

かどうかず査察される。プログラムの内容についても

チェックされ，キャンパーの年令，成熟度にふさわし

い内容であるか Yチェックされるo さらに施設につい

ても，キャンパー 1人あたりの居住空間は基準にあっ

ているか，水泳場，射撃場，弓場は十分危険防止の対

策がとられ基準を満たしているかなどもチェックされる。

特IC，キャンプにおける安全の確保への配慮が十分に

なされているかについては厳重にチェックされる。保

健衛生の状態についても同様であり，シャワーやトイ

レの適当数とその清掃度，キャビンの清潔度もチェッ

クされる。また，アメリカのキャンプでは，正規の看

護婦の資格を持っている人が常駐しておらなければな

らないが，資格ある看護婦がいて，なお，所定の業務

を遂行し，かっ，キャンパーの家庭図による保健診断

書がきちんと整理保管されているかなどもチェックさ

れる O キャンフ。場の持っているすべての車輔(パス，

パン， トラック)などの安全性や消火設備についても

チェックされる。なお，連邦政府の議会内にも，各州

の実情を勘案しつ入全米共通のキャンプ基準を定め

た法案を作成すべきではないかという動きもお乙りは

じめている。私も，すでに，国会内の委員会の公聴会

で私自身の見解を述べる機会を持ったのですが，反対

する勢力もあり，委員会で法案が通道する段階にはま

だ至っていないが 5年以内に，キャンプにおける青

少年の健康と安全確保の法案が国会で成立することを

期待している。

V キャンプ場の通年利用

次の顕著な傾向は，夏の聞は主として青少年に利用

されたキャンプ場が，それ以外の期間，年聞を通じて，

小・中・高校生や大学生に利用されるようになってき

ており，乙の結果，宿泊をしながら野外教育，環境教

育の発展に大きな役割りを果している。なお，乙、で，

野外教育 (outdooreducation)と環境教育 Cenviron-

mental education)のちがいについて若干の説明を加
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えることにする。

野外教育というのは，自然環境の下で，生徒・児童

の教育課程を豊かにするため自然資源の最大限の活用を

はからうとする教育の一つの方法である。これに

対して，環境教育というのは，教育課程を豊かにすると

いうより，自然環境や資源についての理解を深め，自

然を守り，大切にしてゆく態度の形成という面に強調

点がおかれている。野外教育は教育課程にもとずく学

習内容を豊かにするという点で急速な普及をみせており，

現在では，全米を通じて約2，000のキャンプ場が，野

外教育の場として活用されている O

また，いくつかの大学では，野外教育あるいは環境

教育専攻の課程を設けており，専攻学生は，乙れらキ

ャンプ場での宿泊を通じての研修をすることが課され

ている。さらに，全米では約40の大学に野外教育専攻

の大学院課程が設けられており，環境教育専攻の課程

は200-250におよんでいる。このような傾向はアメ

リカ合衆国ばかりではない。カナダでは，約 600

の宿泊施設をもっ野外教育センターが年聞を通じて活

用されており，メキシコでは，各州毎に野外教育セン

ターを設けるほどになっている。イギリスのイングラ

ンドおよびウエールズ、で、は，約 350の同様な施設が，

大学および諸学校の生徒たちに活用されている。国際

連合の環境教育のプログラムに関する調査によれば，

38ヶ国で宿泊施設をもっキャンプ場を活用して，学校

の授業期間中に環境教育を実施していると報告されて

いる。乙のように，夏のキャンプ場を，学校の授業期

間中に，野外教育や環境教育のため年聞を通じて活用

しているという乙とは，最も重要な最近の傾向という

乙とカまできる。

キャンプの主催者という点では，約60%は民間団依

すなわち， YMCA， YWCA，ボーイ・スカウト，ガー

ルスカウトなどであり，そのほかに，公共機関，市町

村がその地域内の青少年のためにキャンプを主催をす

るという乙ともあります。連邦政府は， 4 Hキャンフ。

(農村青年のキャンプ)のためにその費用の20%を補助

する乙とを行なっている。

まとめ

最後にまとめて述べるならば，アメリカにおける夏

季における組織キャンプは，いろいろの問題もあり，

ある小規模キャンプは療止されていると乙ろもありま

すが，以上のような傾向をとりつつ年々盛んになってい

ると考えられる。そ乙で，私の一つの夢，希望は，い

つの日か世界のすべての青少年たちが，乙のような夏

の組織キャンプに参加でき，自然環境の下での生活体

験をもつことができるようになればと思っている。そ

して，すべての子供たちが，そのような生活体験を通

じ，自然を観察し，理解し，乙の地球上Iζ住むすべて

の生物が相互依存関係をわかちもちつ 3生きている乙

とを理解し，自らが自然や環境についてのしっかりし

た態度を持ってくれるような教育ができればと考えて

いる。そして，乙のような自然やそ乙に生活している

生物について正しい知識をもち，理解を深め，さらに

は，世界における人間相互の信頼関係，共存や共感を

今の青少年が理解し得るようになるならば，さらに，

よりよき世界の建設に寄与でき得るのではないかと考

えている。




